平成13年8月10日

堀　内　英　樹

教育施設防犯対策など、全員協議会が開催される

日　時：８月９日（木）午前10時から

場　所：議会委員会室にて

出席議員：吉川、康村、平井、榊原、車谷、堀内、服部、吉中、石丸、木内、東

欠席議員：川田、杉田、今中（決算監査のため）、芳倉

理事者：杉田町長ほか

⑴教育施設・福祉施設の防犯対策予算の専決処分（＊）について

　①教育施設の防犯対策として、総額17,207千円（税込み、見積もり）計上予定

・高感度暗視カメラ機器取り付け

・センサーライト機器取り付け

・屋外用進入感知システム機器取り付け

・非常通報監視機器取り付け

・防犯非常通報監視機器取り付け（プール用、ただし幼稚園を除く）

　②福祉施設の防犯対策として、総額3,222千円（税込み、見積もり）計上予定

・監視カメラ機器取り付け（各保育所）

・非常通報監視機器取り付け（各保育所、各学童保育）

・進入禁止看板（各保育所）

・ホイッピー（各保育所）

・モニター付きインターフォン（二・三保育所、第二小学童保育）

　　　このほか、第三保育所にはセキュリティロック取り付け、第三小学校学童保育には

　　　防犯・火災付き非常通報監視機器取り付け

　③主な質疑

・高感度暗視カメラのモニター画面は、常に誰かが見ているのか。（堀内）

　　校（園）長室と職員室で、常に監視する体制である。

・予算のうち委託料はどのくらいか。（木内）

　　学校関係（５カ所）で年間2,600千円、福祉施設（6カ所）で年間2,760千円、

　　合計で約5,300千円程度かかる見込みであるが、交渉の余地がある。

・教育福祉施設の安全確保は設備だけではなく、地域住民の協力が欠かせないが…（堀内）

　　こども110番の家を広報でも呼びかけ、数を増やした。

　　自治連合会や各種団体にも呼びかけてゆく。

　④議会としては、施設安全対策の重要性や夏休み中に工事を完了させたいとの理事者の意向を

　　考慮して、専決処分（＊）することを了承

　　注釈（＊）専決処分とは、本来は議会を招集して議決しなければならない案件について、

　　　　　　　町長が議会に代わって処分することである。専決処分の結果については、

　　　　　　　その後初めて開かれる議会に報告し、承認をえなければならないとされる。

　　　　　　　今回の案件は補正予算を伴うものであり、本来は臨時議会を招集して付議しな

　　　　　　　ければならないが、工事時期や日程の関係でやむなく専決処分となった。

⑵国際交流事業（中学生が公費３分の２補助を受けてオーストラリア訪問）について

　①教育長（訪問団長）から報告と釈明があった。

　　・30名予定のところ29名が参加、予期せぬ感動があった。

　　　町あげて歓迎され、語学をいっしょに学ぶことが出来た。

　　・成功させたいという気持ちが強い余り、議会との連携が不足した。

　　　中学２年生を対象に６月13日に申し込みを締め切ったところ、16名しか集まらなかった。

　　　最小催行人数が20名であり、実行委員会で検討した結果、昨年は実施していないことも

　　　考慮して、３年生にも拡大し実施した。

　②主な質疑

・教育委員会が自ら決めて議会にも説明した実施要綱を変更した。執行者と議会は

　それぞれの立場あり、お互いに立場を尊重すべきであるが…（木内）

　　議会に対して十分な説明が出来なかったことは、申し訳ない。（教育長）

・地方自治は二元代表制であり、町長と議会はそれぞれ住民から選ばれている。

　２年生の申し込みを締め切った６月13日は、本会議招集日であり、15日には文教厚生

　委員会が開催されている。何の説明もなかったのはきわめて遺憾である。

　　今後こういうことがないようにする。（町長）

⑶０—１５７予防対策について

・平成８年流行時と同じ体制を組んでいる。

　保育所のプールは中止、トイレ消毒、職員の検便実施、砂場に抗菌剤散布（幼稚園も）

・これに伴う補正予算として、578千円を専決処分としたい。

⑷渇水対策について

・６〜７月の降水量が平年の60%に止まり、大迫ダムの貯水率が43%に落ちている。

　８月10日から第一次給水制限として10%、15日から第二次給水制限として20%予定される。

・上牧町水道部として給水制限に呼応して対策を講じる。

　　８月３日から、節水呼びかけポスター掲示

　　８月７日から、給水１割の減圧、広報車と防災無線で節水の呼びかけ

　　　　　　　　　（庭への散水と水道の流し放しの自粛）

　　８月15日から、町民プールと学校プールの閉鎖

